
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 2021年6月11日

派遣決定番号 056K

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 堤　広幸

担当者部署 連絡先電話番号 088-692-2315

担当者役職 教頭 担当者氏名 山口詳二 連絡先E-mail aizumi-kita2315@ma.pikara.ne.jp

住所

１－２．推薦団体（「区分」が「協議会」または「NPO・商工会・大学等」の場合のみ入力）

団体名 連絡先部署

担当者氏名 連絡先電話番号 連絡先E-mail

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

派遣日 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分） 活動時間（分）

３－１．活動 2021年6月10日 15時20分 17時10分 10 100

３－２． 会場名 最寄駅 勝瑞駅

派遣場所 所在地 最寄駅からの交通手段 徒歩

派遣形態 講演（実地）

４.報告書に関してのAPPLICホームページへの掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

34 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

　（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

６．地域情報化アドバイザー支援の様子

今回の派遣における地域情報化アドバイザーの支援の様子がわかる「写真（JPEG）」を次ページに数枚程度貼り付けて下さい。

771-1267　徳島県藍住町住吉字乾１番地

中川　斉史

大変よい

『GIGAスクール端末を手になじませるための方策と日常化』～令和の日本型教育のスタート～
中川先生がこれまで自校で実践されてきたこと現在実践していることをわかりやすく講義してくださいました。児童に一人一
台の端末を提供するにあたり，不安や悩みを抱えていた教員もどのように取り組んでいけばよいのか方向性が見えてきたよう
です。これまでは，教師がわかりやすく教えるために活用していたICT機器でしたが，これからは，学習者が自らの学びを実
現させるために活用する機器として取り扱うことがよくわかりました。

藍住町立藍住北小学校

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

アドバイザー
への要望事項

今後も本校の情報教育の発展に向けてご指導よろしくお願いします。

※水色と黄色のセルは回答必須。薄緑色セルは任意。申請書の段階から項目３に変更があった場合、直接入力で上書きして下さい。

地域情報化アドバイザー制度活用報告書（１日目）

記

藍住町立藍住北小学校

教頭

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

課題ならびに問題点はなし

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

人数

本校職員，町内他3小学校の情報主任

○掲載可

徳島県板野郡藍住町住吉字乾1番地

最も当てはまるものリストより選択下さい

最も当てはまるものをリストより選択下さい。

学習者が自らの学びを実現させるためにIICT機器を活用できる環境

②次年度に予算化を図り推進する

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

タブレットを使って授業中どんなことをしているのか具体例を提示して講義していただいたので何が
できるかがよくわかったという意見が多かった。

ICTを活用して，児童一人ひとりが自分の良さや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値の
ある存在として尊重し，多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り
拓き，持続可能な社会の作り手となることをめざす。

①タブレットを手になじませるためのカリキュラムとツールの統一
①”初めてのタブレット”で指導すべき内容や順番
　（落とさないために　と　学習のために　の側面から）
②従来の教科書，タブレット，ノートの使い方の適切な比重（バランス）について
③児童がタブレットをノートの代わりとして活用させる場合の効果的な使い方
④イヤホン・タッチペン等個別の機器の整備について

児童に一人一台の端末を提供するにあたり，不安や悩みを抱えていた教員もどのように取り組んでい
けばよいのか方向性が見えてきたようです。これまでは，教師がわかりやすく教えるために活用して
いたICT機器でしたが，これからは，学習者が自らの学びを実現させるために活用する機器として取
り扱うことがよくわかりました。小学校ならではの初期指導の重要性を改めて教えていただきまし
た。

なし

⑥途中段階であり、具体的な成果物はできていない


